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べることにより，自主管理計画の有効性や限界などを検討したものであるO ま
た，この結果から， 2 0 0 1年4月から実施されている「環境汚染物質排出移


































































































































































3 J A B：日本適合性認定協会調べ（http://www.jab.or.jp/)

























出移動登録」（PRTR: Pollutant Release and Transfer Register）の導入を勧
告し， 3年後の1999年までに結果の報告を求めた。
これに対し，日本では環境庁が1997年度からPRTRのパイロット事業を神奈
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資家が企業の環境取組に敏感であることが指摘されている（Siniscalcoet al. 
2000, Konar and Cohen 1997）。その他にも，企業の重要なステークホルダー
である周辺コミュニティーから受けると想定される圧力の影響について，コミュ
ニティーの平均的収入とその地域の汚染強度には負の関係があることを示して










したデータ等は， 2 0 0 0年8月に行われた通商産業省の「化学品審議会第17
回リスク管理部会」の資料などに基づいている。
( 3）「有害大気汚染物質に関する自主管理計画」について
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表－ 1 各対象物質毎のデータ特性
全データ ジクロロメタン（DCM) テトラクロロエチレン（PCE) 卜リクロロエチレン（TCE)
変数 平均値 中央値 標準幅差 平均値 中央値 標準編差 平均値 中央値 標準幅差 平均値 中央値 標準幅差
7年度使用量／社（t)105.91 17.0 247.2 84.3 38.20 120.27 128.67 12.50 347.97 12.70 2.60 274.6 
7年度排出量／社（t) 41.1 13.63 68.4 61.21 29.89 93.97 26.67 6.78 47.16 30.40 1.62 43.54 
7年度排出防止率 0.2939 0.2596 0.2726 0.2139 0.1894 0.2092 0.3765 0.297 0.2980 0.3203 0.2789 0.3024 
目標排出量／社（t) 28.81 8.70 53.64 45.40 15.42 7.13 16.27 4.19 28.06 20.37 7.13 30.93 
1年度使用量／社（t) 74.19 10.85 193.3 71.43 14.20 13.16 92.05 4.75 274.28 65.35 9.24 191.67 
1年度排出量／社（t) 29.56 9.0 71.81 54.94 1.15 10.31 12.54 2.30 21.61 15.25 5.75 23.65 
1年度排出防止率 0.5934 0.5954 0.379 0.4204 0.4570 0.3596 0.7564 0.845 0.262 0.605 0.6707 0.2920 
7年度対象企業数 23.89 8.0 4.95 28.45 6.0 57.39 1.0 9.0 8.54 27.70 7.0 45.15 
研究開発／生産高 0.0215 0.0193 0.0174 0.024 0.0215 0.0167 0.0232 0.0193 。目01930.0194 0.091 0.0175 
広告費／生産高 0.062 0.030 0.0108 0.073 0.032 0.0124 0.03 0.028 0.023 0.071 0.03 0.0125 
家計消費／生産高 0.101 0.009 0.190 0.152 0.061 0.2702 0.0474 0.009 0.1073 0.0848 0.0149 58
営業余剰／生産高 0.0628 0.0602 0.0342 0.0648 0.063 0.0350 0.0629 0.0602 0.0380 0.0607 0.0539 0.324 
官需要／生産高 0.0369 0.092 0.0454 0.0245 0.087 0.0360 0.0395 0.0462 .041 0.0475 0.025 0.0541 
輸出／生産高 0.1264 0.12 0.109 0.1206 0.1097 0.1087 0.1469 0.184 0.1025 0.189 0.12 0.0951 
事業所規模（人） 737.3 50.0 583.7 593.0 50.0 421.4 954.2 750.0 702.2 740.7 50.0 623.9 
1年生産額の増減率 -0.0415 -0.0428 0.1624 -0.0258 0.0126 0.1950 -0.034 0.0167 0.1649 -0.0623 -0.0751 0.1273 
環境報告書発行率 0.052 0.0180 0.1264 0.0516 0.090 0.124 0.075 0.0196 0.1470 0.044 0.00 0.1210 
表－2 7年度排出防止率分析
7siyou kenkyuu yojou kibo koukoku kakei yusyutu Rz 
7bousiritu 0.00051 0.00017林＊ 1.89** 
0.615 (DCM) (1.62) (3.06) (4.2) 
7bousiritu 0.00036*** 4.839*** 0.00011 * 
0.679 (PCE) (4.85) (3.79) (1.8) 
7bousiritu 0.00055** 10.762*** 0. 7616** -1.23* 
0.683 (TCE) (10.61) (5.08) (2.25) （・2.15)
1）括弧内は t値： Whiteの共分散行列を用い推定した（Greene1997）。
2) ＊＊＊は1%有意水準，＊＊は5%有意水準，＊は10%有意水準
3) 7bousiritu: 7年度排出防止率， 7siyou:7年度使用量／社， kenkyuu：研究開発費／生産高，
yojou：営業余剰／生産高， kibo：事業所規模， koukoku：広告費／生産高， kakei：家計消費／
生産高， yusyutu：輸出額／生産高














7siyou yojou kibo houkoku R2 
mokuhaigenri tu(DCM) 
-0.0075帥 -2.753* 
(-2.30) (-1.8) Q.186 
mokuhaigenritu(PCE) 0.0021 * 0.6709* 
(2.0) (2.5) 0.428 
mokuhaigenritu(TCE) 0.0025* 0.579* 
(2.87) (2.2) 0.351 
1）括弧内は t値：Whiteの共分散行列を用い推定した（Greene197)0 
2) ＊＊＊は1%有意水準，＊＊は5%有意水準，＊は10%有意水準
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表－4 目標排出防止率分析






















































7bousi 7siyou kibo houkoku llzougen R1 
1 tasseiritu(DCM) 
4.346本＊＊ -5.079** 
0.472 (4.36) (-2.92) 
1 lhaigenritu(DCM) 
1.09** -0.013** 0ー.0036* 1.13* 
0.294 (4.23) (-4.32) (-2.5) (2.78) 
llbousiritu(DCM) 
1.363** ”0.0098** -0.002* 0.8637** 
0.470 (60.5) (-4.43) (-2.20) (3.06) 
1 lsiyougenri tu(DCM) 
1.264** -0.0109* 
0.237 (4.10) (-2.8) 
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表－6 テ卜ラクロロエチレンの推定結果
7bousi 7siyou kenkyuu kibo koukoku houkoku yusyutu R2 
ltaseiritu -0.01＊料 364.6** 2.878* -10.80** 0.489 (PCE) (-3.98) (4.3) (3.06) （・4.91)
lhaigenritu 10.6* 2.625** 司5.160** 0.627 (PCE) (3.23) (9.75) (-9.45) 
lbousiritu 0.2653* 8.694紳＊ 1.580** -3.071** 0.483 (PCE) (1.91) (3.40) (8.10) (-8.16) 
lsiyougenritu -0.005＊料 14.30附 2.738** -5.57** 
0.717 (PCE) (-10.2) (5.37) (12.5) (-1.1) 
表－ 7 トリクロロエチレンの推定結果
7bousi 7siyou kenkyuu kibo houkoku yusyutu zougen zougen2 Rz 
ltaseiritu -0.032柿＊ 16.37判事 89. 78＊材 0.864 (TCE) (-7.1) (8.79) (8.36) 
lhaigenritu 5.53* 0.0024料＊ 0.95柿＊ -1.635* 0.419 (TCE) (1.83) (3.54) (3.16) （・2.50)
lbousiritu 0.6956** 0.0019料ホ 1.059削 -1.03* 0.741 (TCE) (8.52) (3.73) (5.58) (-2.24) 
lsiyougenritu -0.004紳＊ 0.002林＊ 0.947** -0.9241 1.515榊 5.17** 0.55 (TCE) （・6.38) (3.82) (3.70) （・1.60) (6.34) (5.51) 
l）括弧内は t値： Whiteの共分散行列を用い推定した（Greene1997）。
2) ＊＊＊は1%有意水準，＊＊は5%有意水準，＊は10%有意水準
3) 1 tasseiritu: 1 1年度目標達成率， 1haigenritu: l 1年度排出削減率， ll bousiritu: 1年
度排出防止率， 1lsiyougenritu: 1年度使用削減率， 7bousi:7年度排出防止率， 7siyou:
7年度使用量／社， kibo：事業所規模， houkoku：環境報告書発行率， llzougen: 11年
















































7siyou llzougen llzougen2 R2 
1 lsiyougenryou(TCE) 
0.24** 386.7** 1823.6** 
0.968 (16.5) (7.92) (5.71) 
1 lsiyougenryou(PCE) 
0.1919** 130.0** 465.9＊紳
0.981 (38.6) (5.87) (5.87) 
I）括弧内は t値： Whiteの共分散行列を用い推定した（Greene1997）。
2) ＊＊＊は1%有意水準















それから得られた結果から 20 0 1年4月から実施されている PRT R制度の
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付表ー 1 参加業界団体及び報告物質





































































日本毛整理協会，日本繊維 1466 線状繊維・糸染色整理業 1 5 1 4 0 1 染色整理染色連合会 1467(-－部） ニット・レース染色整理業
1468（一部） 繊維雑品染色整理業
193（小分類） 印刷業
社団法人日本印刷産業連 194（小分類） 製版業 1 9 1 1 -0 2 印刷・製版・製本Iロhぷ-1ζ• 195（小分類） 製本業、印刷物加工業
199（小分類） 印刷関連サービス業
日本化学工業会 2032 脂肪族系中間物製造業 2032-01 脂肪族中間物
2033 メタン誘導品製造業 2039-01 メタン誘導品
日本ゴム履物協会 232（小分類） ゴム製・プラスチック製履物 2 3 1 9 0 1 ゴム製履物
2319 02 プラスチック製履物
日本靴工業会 2441 革製履物製造業 2 4 1 1 -0 1 革製履物
日本光学硝子工業会 2513 ガラス製加工素材製造業 2 5 1 9 0 9 その他のガラス製品
硝子繊維協会 2517 ガラス繊維・同製品製造業 2 5 1 2 -0 1 ガラス繊維・同製品
社団法人日本鉄鋼連盟 2621 電気炉銑製造業 2 6 1 1 0 4 粗鋼（電気炉）
2641 熱問圧延業 2 6 2 1 -0 1 熱問圧延鋼材
線材製品協会 2648 ｛中線業 2 6 2 3 0 1 冷間仕上鋼材2879 その他の金属線製品製造業 2899 09 その他の金属性品
全国鉛錫加工団体協議会 2721 鉛第2次精錬・精製業 2 7 1 1 -0 2 鉛・亜鉛（合再生）
日本｛申銅協会 2731 伸銅品製造業 2 7 2 2 0 1 伸銅品
出費払日本アルミニウム協会 2733 アルミニウム・同金属圧延業 2722-02 アルミ圧延製品
社団法人日本電線工業会 2741 電線・ケー ブル製造業 2 7 2 1 -0 1 篭線・ケーブル
社団法人新金属協会 2791 核燃料製造業 2722 04 核燃料
2799 他に分類されない非鉄金属製造業 2722-09 その他の非鉄金属製品
日本金属洋食器工業組合 2821 洋食器製造業 2899-09 その他の金属製品
軽金属製品協会 2851 1Jレiニウム・同金属プレス製品製造業 2899-09 その他の金属製品
日本金属ハウスウェアー 工業組合 2852 金属プレス製品製造業（アルミ除く） 2899-09 その他の金属製品
全国鍍金鉱業組合連合会 2864 電気メッキ業 2899 09 その他の金属製品
日本金属熱処理協会 2865 金属熱処理業 2899 09 その他の金属製品
2911 ボイラ製造業 3 0 1 -0 1 ボイラ
2931 建設機械・鉱山機械製造業 3 0 2 1 0 1 鉱山・土木建設機械
2942 金属加工機械製造業 3024-02 金属加工機械
2963 パルプ装置。製紙機械製造業 3029-09 その他の特殊産業機械2966 プラスチック加工種融・同付属装置製造業
社業会団法人日本産業機械工 2971 パンプ・同装置製造業 3019-01 ポンプ及び圧縮機
2972 空気圧縮機・ガス圧縮機・送風機製造業
2973 エレベー タ・エスカレー タ製造業
2974 荷役運搬設備製造業 3 0 1 2 0 1 運搬機械
2975 動力伝動装置製造業
2978 化学機械・同装置製造業 3022-01 化学機械
2979 その他の一般産業機械・装置製造業 3019 09 その他の一般産業機械及び装置
2981 事務用機械器具製造業 3 1 1 1 事務用機器
3 2 1 1 民生用電子機器
3 2 1 2 民生用電気機器
社会工，業団社会法団，人法社電人団子法日工本人業電日振本子興機事械協
3 3 1 1 電子計算機・向付属装置
3 3 2 1 通信機器
機械工業，社会団，社団法人日務本 30（中分類） 電気機械器具製造業 3 3 3 1 電子応用装置
電気工業会，通信機械工業 3 3 3 2 電気計測器
ftミ－ 
3 3 4 1 半導体素子・集積回路
3 3 5 9 電子部品
3 4 1 1 重電機器
3 4 2 1 その他の電気機器
3 5 1 1 0 1 乗用車
社団法人日本自動車工業会 3111 自動車製造業 3521-01 トラック・パスその他の自動車




全国楽器協会 342（小分類） 楽器製造業 3919-01 楽器
社団法人日本スポー ツ用品工業協会 3434 運動用具製造業 3 9 1 1 0 2 運動用品
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使用データ一覧
手『Hタaー 業界団体名 DCM来 l PCE来2 TCE※3 U／~~ 量7年／社度排（t出） 目量標／出排t出｝ 1用1量年／度社使(ti 1出1量年／度社（排t) 7象年企業度数対研／生究産開高発 広生告産費高／ 家／生計産消高費 営／生業産余高剰 官生需産要高／ 輸産出高／生 事榎業｛人所）規 1額1年の増生減産 環書境発行報率告
1 日本毛整理協会，日本敏雄染色連合会 I 8.9 6.8 4.8 1.9 0.1 8 0.6096 0.0196 0.00首 0.1196 0.0096 0.00百 282 -34.896 0.00百
2 社団法人日本印刷産業連合会 55.3 42.8 30.0 41.4 29.7 6 0.0796 0.1596 1.13% 13.559幅 6.289‘ 0.2896 1143 2.59‘ I.BO嵩
3 社団法人日本印刷産業連合会 1 6.0 0.7 。 。 。 1 0.0796 0.159崎 1.1396 13.5596 6.289幅 0.2896 1,857 2.596 l.BO'l‘ 
4 社団法人日本印刷産業連合会 3.5 3.0 。 。 。 2 0.0796 0.159幅 1.139‘ 13.5596 6.2896 0.28百 1,714 2.596 I.BO胃
5 日本化学工業会 I 315.8 191.0 143.2 263.2 117.2 95 4.0996 0.196 0.0096 11.379‘ 0.0096 16.3296 5 13. 6~話 9.389‘ 
6 日本化学工業会 I 1272.7 25.5 17.9 1,000.0 12.3 22 4.0996 0.196 。.096 11.3796 。.096 16.329‘ 191 13.696 9.389‘ 
7 日本化学工業会 1 1227.3 7.7 5.5 863.6 5.7 22 4.099幅 0.196 0.00施 11.3796 。.096 16.3296 191 13.696 9.38指
8 日本ゴム履物協会 1 13.6 13.6 12.0 1.1 11.0 6 2.3696 0.6896 74.329幅 2.4496 。関96 1.4796 加。 44.796 0.00首
9 日本靴工業会 13.7 13.7 1.7 10.7 10.7 6 0.5696 0.5696 85.949幅 10.509‘ 1.749‘ 1.0596 196 -34.9国 0.0096 
10 日本光学硝子工業会 1 1.6 1.6 1.1 1.5 1.3 9 3.349‘ 0.189‘ 0.0096 9.8596 0.096 30.469‘ 400 11.9同 14.2996 
1 日本光学硝子工業会 1 0.4 0.3 0.1 0.4 0.2 9 3.349幅 0.18% 0.0096 9.85% 0.0096 30.46% 400 1ー1.9% 14.299幅
12 硝子繊維協会 1 61.6 59.6 53.6 86.4 73.5 5 4.0096 0.17% 0.0096 10.2196 0.02% 10.099‘ 275 2.896 0.096 
13 硝子儀雄協会 1 282.0 54.0 48.5 3.0 1.5 2 4.0096 0.1796 0.0096 10.2196 0.02拓 10.09百 500 2.896 。∞首
14 社団法人日本鉄鋼連盟(DCM：電気炉・熱閲圧延） 455.7 386.0 304.3 540.0 464.7 3 0.939‘ 0.179‘ 0.00% 1.509幅 0.0096 0.0696 500 5.2% 0.00施
15 社団法人日本鉄鋼連盟CPCE：電気炉） 1 31.0 31.0 21.5 28.0 25.5 2 0.92% 0.199‘ 0.0096 3.09% 4.62% 9.93% 750 9.7% 。009幅
16 社団法人日本鉄鋼連盟（TCE：電気炉・熱間圧延） 1 152.6 110.0 77.4 106.0 78.2 5 0.93% 0.179幅 0.00百 1叩% 0.00百 0.0古% 267 5.2% 0.00% 
17 線材製品協会 1 124.6 87.2 59.6 97.1 65.0 9 0.639‘ 0.2896 0.099幅 ι029‘ 6.97% 10.496 367 1ー.96 0.00% 
18 線材製品協会 38.8 33.8 23.6 24.6 24.2 5 0.639‘ 0.28% 0.09% 6.02渦 6.97% 10.4996 500 一1.96 O.O'l‘ 
19 全国鉛錫加工団体協議会 30.0 30.0 12.0 12.0 12.0 1 1.919幅 0.19届 o.o・国 2.57% 0.00% 1.76% 200 6.79幅 0.0096 
20 日本伸銅協会 1 91.9 85.0 38.8 55.0 46.3 8 0.5396 0.069‘ 0.00% 8.399‘ 0.41% 21ι396 500 1ー5.696 。00%
21 日本伸鏑協会 1 25.0 20.8 10.0 15.0 12.5 6 0.539‘ 0.0696 0.00耳 8.39% 0.4196 21.43% 667 -19.29‘ 。∞部
22 社団法人日本アルミニウム協会 1 222.4 191.2 182.4 247.4 226.6 0 0.72% 0.20% 1.85% 3.959‘ 0.91% 7.899‘ 786 41.49幅 1.80% 
23 社団法人日本アルミーウム協会 1 176.5 162.5 92.0 51.0 51.0 2 0.72% 0.2096 1.85国 3.959‘ 0.91% 7.89% 1,000 28.9% l.BO'l‘ 
24 社団法人日本アルミニウム協会 1 244.0 152.0 110.0 143.0 62.0 1 0.7296 o.2m幅 1.859陥 3.9596 0.91% 7.89% 1.500 ・22896 1.Bm地
25 社団法人日本電線工業会 1 14.3 10.8 5.4 3.5 3.1 16 4.696 0.3096 0.00% 7.849‘ 7.05% 11.84% 500 -18.1% 1.96% 
26 社団法人日本電線工業会 1 1.7 1.4 0.8 0.3 0.2 16 4.69% 0.30% 0.0096 7.849‘ 7.05同 11.84% 500 1ー8.1% 1.96% 
27 社団法人日本電線工業会 12.8 7.1 3.6 8.0 2.3 16 4.699‘ 0.3096 0.00% 7.84% 7.05% 11.849‘ 500 -18.1% 1.969‘ 
28 社団法人新金属協会(DCM：その他） 1 46.4 31.8 24.0 14.0 9.0 1 1.0496 0.21% 0.00覧 6.45% 0.62% 12.769幅 450 17.596 0.00% 
29 社団法人新金属協会（TCE：筏蛾料〕 0.5 0.4 。 0.1 。 2 0.90% 。00% 0.0096 1.55% 0.00喝 0.01% 500 -15.6% 0.0096 
30 日本金属洋食器工業組合 1 7.9 7.9 7.1 6.1 6.1 33 0.58% 0.396 8.47% 5.39% 14.10% 11.2296 18 -27.196 。00%
31 軽金属製品協会 1 17.0 15.7 6.3 34.7 20.7 3 0.5896 0.33% 4.19% 5.399‘ 0.92泊 0.31拓 500 0.9% 2.40% 
32 軽金属製品協会 114.3 114.3 69.0 63.7 63.7 3 0.589幅 0.39幅 4.19% 5.3996 0.92% 0.319幅 500 0.9% 2.40% 
33 日本金属ハウスウェアー工業組合 12.6 12.6 11.3 10.8 10.8 46 0.58% 0.39陥 4.19% 5.39% 0.9296 0.31% 140 -9.7% 0.0096 
34 全国鍍金鉱業組合連合会 12.3 11.6 8.7 8.8 8.0 54 0.5896 0.396 4.19% 5.396 0.929弘 0.3196 88 一12.59‘0.009幅
35 全国鍍金鉱業組合連合会 1 8.6 7.9 6.0 6.4 5.8 179 0.5896 0.396 8.4796 5.39% 14.10鳴 11.2296 42 一12.5% 0.0096 
36 日本金属熱処理協会 1 14.2 9.8 7.3 5.9 2.3 10 0.58% 0.39‘ 8.4796 5.3996 14.10% 11.2296 125 -8.196 0.00% 
37 日本金属熱処理協会 25.9 18.0 13.5 16.3 10.5 83 0.58% 0.39幅 8.479幅 5.3996 14.1096 11.2296 41 -8.196 0.00% 
38 社団法人日本産業積擁工業会 10.1 6.4 5.1 9.5 6.4 17 1.93% 0.4196 0.0996 8.20% 5.589略 20.5496 1.320 一19.696 2.549幅
39 社団法人日本産業機械工業会 1 5.8 2.9 2.0 5.4 2.8 9 1.939‘ 0.4796 0.09% 8.20耳 5.58% 20.5496 1.640 1ー9.6% 2.5496 
40 社団法人日本産業機械工業会 22.3 19.3 10.6 14.9 12.1 8 1.93% 0.479‘ 0.0996 8.2096 5.58% 20.549幅 1.680 一19.696 2.549‘ 
41 社日団本法事人輯電量揖子工工重童量会興，社協団会法．社人団日法本人電気日本E電童会子檀1通植信工酷葉櫨会主，社主団主法人 I 16.4 10.3 5.2 13.J 9.0 241 6.149陥 0.919幅 11.799幅 6.2296 5.0896 25.62目見 960 1.7% 12.579‘ 
42 社日団本法事人輯電檀幡子工工業業握会興，社協団会法ー社人団日法本人電気日本工草童子会檀，通揖信工檀葉揖会工・！！重団量法人 I 16.苫 6.4 4.2 4.8 2.5 32 6.149‘ 0.9196 11.7996 6.22% 5.089弘 25.6296 1.853 1.7% 12.5796 
43 社日本団事法高人檀電揖子工工葉童画会，興社協団会法，社人団日本法電人気日工本電業主子，世通械信工瞳業惜会工，業社主団法人 22.9 10.7 3.7 6.9 3.1 102 6.14% 0.919‘ 11.799‘ 6.2296 5.089崎 25.62% 1532 1.7% 12.5796 
44 社団法人日本自動車工業会 1 51.5 37.7 18.8 14.4 9.2 13 3.30% 0.6596 38.1896 3.65% 0.839‘ 32.7396 1.606 2.3% 53.85% 
45 社団法人日本自動車工業会 I 2.1 1.5 。 。 。 13 3.3m話 0.6596 38.18% 3.659‘ 0.839‘ 32.73% 1.606 2.396 53.85% 
46 社団法人日本自動車工業会 1 5.4 4.8 。 。 。 13 3.3096 0.65% 38.18% 3.6596 0.83% 32.73% 1,606 2.39‘ 53.85% 
47 社団法人自動車部品工業会 I 71.7 53.1 20.3 39.2 29.1 69 3.20% 0.379‘ 0.03% 2.54% 0.00% 13.679‘ 965 2.3% 2.5696 
48 社団法人自動車部品工業会 I 12.5 10.8 1.5 1.8 1.2 JO 3.209‘ 0.379‘ 0.03% 2.549‘ 0.00% 13.6796 1,833 2.396 2.56% 
49 社団法人自動車部品工業会 36.2 22.4 7.1 10.5 5.6 21 3.209幅 0.3796 。』39‘2.549‘ 0.0096 13.679‘ 1650 2.39‘ 2.5696 
50 全国楽器協会 4.6 2.4 。 0.1 0.1 2 2.3696 4.596 24.9296 2.0396 14.15% 25.27首 500 -4.39届 0.00首
51 全国楽器協会 I 1.3 1.0 0.5 1.1 0.8 3 2.369‘ 4.596 24.9296 2.0396 14.15覧 25.27首 433 -4.396 0.0096 
52 社団法人日本スポーツ用品工業協会 I 180.8 29.8 25.2 16.8 11.3 3 2.51% 4.0196 57.829‘ 7.489‘ 3.5896 7.4096 667 -6.96 0.00弛







来3 TCEは， トリクロロエチレンのデータには 1斑2 PCEは，テトラクロロエチレンのデータには‘r来 l DCMは，ジクロロメタンのデータには‘l’
